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写真1　街頭で家庭祭祀用に売られているガ
ネーシャ神像

写真3　家庭内の礼拝では、ガネーシャ神の好物であるモー
ダク（甘い餡の入った食べ物）が供えられる

写真2　家長が正装してガネーシャ
神の像を家に持ち帰る

象
の
頭
を
も
つ
神
様

 

「
ガ
ヌ
パ
テ
ィ 

バ
ッ
パ
ー 

モ
ー
レ
ヤ
ー
、
プ
ル

チ
ャ
ー
ワ
ル
シ
ャ
ー 

ラ
ウ
カ
ル
ヤ
ー
！
（
ガ
ヌ

パ
テ
ィ
お
じ
さ
ん
、
孔
雀
の
神
様
、
来
年
も
早

く
来
て
ね
！
）
の
か
け
声
が
町
の
あ
ち
こ
ち
で

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
祭
り
は
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。
こ
こ
は
、
イ
ン
ド
の
中
西

部
、
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
の
プ
ネ
ー
。
象
の

頭
に
太
鼓
腹
、
四
本
の
手
を
も
つ
異
形
の
神
は

全
イ
ン
ド
的
に
人
気
が
高
い
。
特
に
マ
ハ
ー

ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
で
は
、
民
族
運
動
の
高
揚
と

と
も
に
、
本
来
家
庭
内
祭
祀
で
あ
っ
た
こ
の
ガ

ネ
ー
シ
ャ
神
の
祭
り
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
公

共
）
祭
礼
と
し
て
大
々
的
に
執
り
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。
町
の
辻
々
に
は
、
マ
ン
ダ
プ
と
呼
ば

れ
る
大
き
な
仮
設
の
神
殿
が
設
置
さ
れ
、
大
き

な
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
の
像
が
安
置
さ
れ
る
。
マ
ン

ダ
ル
と
い
う
祭
礼
組
織
が
主
体
と
な
っ
て
、
資

金
調
達
か
ら
意
匠
を
凝
ら
し
た
装
飾
、
祭
り
の

期
間
の
プ
ロ
グ
ロ
ム
の
企
画
ま
で
執
り
行
う
。

マ
ン
ダ
ル
は
在
地
の
寺
院
や
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
職
場
、
体
力
増
強
の
た
め
の
ジ
ム
、
婦

ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
と
ガ
ネ
ー
シ
ャ
祭
礼

　

仏
教
を
介
し
て
日
本
に
入
っ
て
き
た
、
ガ

ネ
ー
シ
ャ
神
は
歓
喜
天
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
も
と
も
と
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
は
シ
ヴ
ァ
神
と

パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
女
神
の
長
男
と
い
わ
れ
て

お
り
、
『
ガ
ナ
パ
テ
ィ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
が
伝
え

る
以
下
の
話
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
沐
浴

す
る
際
に
見
張
り
が
必
要
と
な
っ
た
パ
ー
ル

ヴ
ァ
テ
ィ
ー
女
神
は
自
ら
の
垢
で
人
の
形
を
作

り
そ
れ
に
生
命
を
吹
き
込
み
、
見
張
り
を
命
じ

た
。
母
親
に
沐
浴
の
間
誰
も
通
し
て
は
な
ら
な

い
と
厳
命
さ
れ
、
シ
ヴ
ァ
神
が
帰
宅
し
て
も
家

に
入
れ
な
か
っ
た
た
め
に
戦
い
と
な
り
首
を
切

り
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
息
子
の
死
を
嘆
き

悲
し
ん
だ
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
様
子
を
哀
れ

ん
だ
シ
ヴ
ァ
神
が
、
家
来
に
最
初
に
や
っ
て
来

た
生
き
物
の
首
を
と
っ
て
く
る
よ
う
に
命
じ
、

そ
の
首
を
つ
け
て
生
き
返
ら
せ
た
。
そ
の
生
き

物
が
象
で
あ
っ
た
た
め
に
、
象
の
頭
を
も
つ
よ

う
に
な
っ
た
」
［
長
谷
川 

1
9
9
2
：
82
］

　

こ
の
よ
う
な
特
異
な
出
生
譚
を
も
つ
ガ
ネ
ー

シ
ャ
神
は
、
全
イ
ン
ド
的
に
信
仰
を
集
め
て
お

り
、
多
く
の
名
前
で
知
ら
れ
て
い
る
。
群
れ
の

長
を
意
味
す
る
ガ
ナ
パ
テ
ィ
、
象
の
頭
を
持
つ

者
を
意
味
す
る
ガ
ジ
ャ
ー
ナ
ン
、
障
害
の
王
を

意
味
す
る
ヴ
ィ
グ
ネ
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
、
障
害
を
除

去
す
る
者
を
意
味
す
る
ヴ
ィ
ナ
ー
ヤ
ク
、
め
で

た
い
・
吉
祥
の
姿
を
意
味
す
る
マ
ン
ガ
ラ
ム
ー

ル
テ
ィ
、
孔
雀
の
神
を
意
味
す
る
モ
レ
ー
シ
ュ

ヴ
ァ
ル
、
片
牙
の
者
を
意
味
す
る
エ
ー
カ
ダ
ン

タ
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
名
前
は
こ
の
神
の

持
つ
多
面
性
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
は
障
害
を
も
た
ら
す
神
と
し
て

人
会
、
青
年
会
、
子
供
会
な
ど
の
名
が
冠
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
数
は
年
々
増
え
、
一
〇
〇
〇
以

上
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
家
庭
内
で
は
昔
な
が
ら
の

ガ
ネ
ー
シ
ャ
生
誕
祭
が
ひ
っ
そ
り
と
祝
わ
れ
て

い
る
（
写
真
１
、
２
、
３
）
。

怖
れ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
障
害
を
除
く
神

と
し
て
も
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
人
々
は
新
た

に
物
事
を
開
始
す
る
と
き
は
、
必
ず
こ
の
神
を

礼
拝
し
て
、
成
就
を
祈
願
す
る
。
「
シ
ュ
リ
ー
・

ガ
ネ
ー
シ
ャ
（
吉
祥
の
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
）
」
と

は
、
「
物
事
を
始
め
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
富
と
幸
福

を
も
た
ら
す
神
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
商

売
の
成
功
も
約
束
し
て
く
れ
る
。
イ
ン
ド
の
二

大
叙
事
詩
の
ひ
と
つ
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
を

筆
記
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、
学
業
・
学

問
の
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　

ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
の
祭
礼
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
の
は
、
「
ガ
ネ
ー
シ
ャ
・
チ
ャ
ト
ゥ
ル

テ
ィ
ー
」
か
ら
「
ア
ナ
ン
タ
・
チ
ャ
ト
ゥ
ル
ダ

シ
ー
」
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
太
陽
太
陰
暦
第
六
番
目

の
月
、
バ
ー
ド
ラ
パ
ド
月
白
分
の
第
四
日
か
ら

第
一
四
日
ま
で
）
行
わ
れ
る
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
の

生
誕
を
祝
う
祭
り
で
あ
る
。
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ

ト
ラ
州
全
体
で
祝
わ
れ
る
が
、
特
に
海
岸
地
域

の
コ
ン
カ
ン
地
方
で
は
ク
ラ
・
デ
ー
ヴ
ァ
タ
ー

（
一
族
の
神
）
が
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
の
家
庭
が
多

内と外の
ガネーシャ神の祭礼
小 磯 千 尋

ESSAY
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写真5　神像を水場に返す前の最後の儀礼写真6　来年の来訪を祈りながら、神像を海に返す

写真4　コンカン地方の家庭内で祀られたガネーシャ神を水場に戻す行進

写真7　電飾に飾られたマンダプ

写真8　公共祭礼のクライマックスの行進
写真7a　まばゆいばかりに飾りたてられた公共祭
礼のガネーシャ神

写真8a　ターシャーと呼ばれる小太鼓を叩いて熱狂する人々

像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
一
〇
日
間
、
そ
こ
で
は

講
演
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
執
り
行
わ
れ
る
。
最
終
日
は
こ
の
祭
り
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
も
い
え
る
「
ヴ
ィ
サ
ル
ジ
ャ

ン
」
ま
た
は
「
ミ
ラ
ヴ
ヌ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る
神

像
を
水
場
に
流
す
た
め
の
盛
大
な
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
る
。
人
々
は
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
と
の
別
れ

を
惜
し
む
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
の
う
っ
憤
を
晴

ら
す
か
の
よ
う
に
、
鉦
や
太
鼓
の
鳴
り
物
入
り

で
、
紅
い
粉
に
ま
み
れ
て
踊
り
、
「
ガ
ナ
パ

テ
ィ
・
バ
ッ
パ
ー
・
モ
ー
レ
ヤ
ー
（
ガ
ナ
パ
テ
ィ

お
じ
さ
ん
、
孔
雀
の
神
様
）
」
と
大
声
で
叫
ん

で
熱
狂
す
る
（
写
真
７
、
7
a
、
８
、
8
a
）
。

い
た
め
、
最
重
要
の
家
庭
内
祭
祀
と
さ
れ
て
き

た
。
地
域
、
出
自
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
各
家

庭
で
は
数
日
間
（
一
日
半
、
三
日
、
五
日
、
七

日
、
一
〇
日
間
）
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
の
像
を
飾

り
、
供
物
を
捧
げ
て
、
家
長
が
礼
拝
を
行
っ
て

か
ら
、
神
像
を
水
場
に
流
し
て
自
然
に
返
す

（
写
真
４
、
５
、
６
）
。

公
共
祭
礼
が
で
き
る
ま
で

　

家
庭
内
で
ひ
っ
そ
り
と
祝
わ
れ
て
い
た
祭
礼

が
、
公
共
祭
礼
と
し
て
定
着
す
る
過
程
に
つ
い

て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
実
は
公
共
祭
礼

と
し
て
の
歴
史
は
浅
く
、
一
八
九
三
年
が
最
初

で
あ
る
。
き
っ
か
け
は
、
一
八
九
三
年
八
月

一
一
日
、
ボ
ン
ベ
イ
（
ム
ン
バ
イ
ー
）
で
起

こ
っ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
ム
ス
リ
ム
の
暴
動
に
あ

る
。
こ
れ
は
シ
ヴ
ァ
神
の
寺
院
が
ム
ス
リ
ム
に

襲
撃
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
、
暴
動
で
あ

る
。
暴
動
を
収
拾
す
る
の
に
一
か
月
を
要
し
、

　

こ
れ
は
公
共
の
ガ
ネ
ー
シ
ャ
祭
礼
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
マ
ン
ダ
ル
ご
と
に
仮
設
神
殿

を
設
け
、
そ
こ
に
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
の
像
を
安
置

し
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
飾
り
つ
け
を
行
う
。
神

七
五
人
の
死
者
と
三
五
〇
人
の
負
傷
者
が
出

た
。
最
終
的
に
は
一
二
〇
〇
人
の
逮
捕
者
を
出

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
プ
ネ
ー

の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
ム
ス
リ
ム
の
関
係
も
不
安
定

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
［K

elkar 
1
9
2
8
：

3
3
2-

3
3
9
］
。

　

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
ム
ス
リ
ム
の
暴
動
と
い
う
緊

張
状
況
の
も
と
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
た
ち
は

結
束
を
固
め
る
た
め
に
集
ま
り
を
持
ち
、
公
共

の
ガ
ネ
ー
シ
ャ
祭
礼
の
組
織
化
を
推
進
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
も
参

加
し
て
行
わ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
ム

ハ
ッ
ラ
ム
（
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
孫
で
あ
る

イ
マ
ー
ム
・
フ
サ
イ
ン
の
殉
教
記
念
日
。
イ
ス

ラ
ー
ム
暦
の
第
一
月
の
一
日
か
ら
一
〇
日
ま
で

祝
わ
れ
る
）
を
参
考
に
ガ
ネ
ー
シ
ャ
祭
礼
が
考

案
さ
れ
た
。
ム
ハ
ッ
ラ
ム
で
は
竹
で
作
ら
れ
た

骨
組
み
に
紙
や
金
属
片
を
飾
っ
た
タ
ー
ブ
ー
ト

（
フ
サ
イ
ン
の
棺
）
が
モ
ス
ク
の
前
に
据
え
つ

け
ら
れ
、
人
々
は
花
を
捧
げ
た
り
、
香
を
焚
い

た
り
す
る
。
ア
ー
シ
ュ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
最
終

日
に
は
タ
ー
ブ
ー
ト
を
引
い
て
、
鳴
り
物
入
り
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写真9　イスラームの祭りムハッラムで曳かれるターブート

写真10　ターブートに礼拝する人々

写真11　電気仕掛けの舞台の飾りとガネーシャ神像

参考文献：
Cashman,R. 1975 The Myth of the ‘Lokmanya’: 

Tilak and Mass Politics in Maharashtra. University 

of California Press.

Courtright,P.B. 1985 Ganesa—Lord of Obstacles, 

Lord of Beginnings. Oxford University Press.

Kaur,R. 2003 Performative Politics and the 

Cultures of Hinduism. Permanent black.

Kelkar,N.C. 1928 Lokmanya Tilakanche charitra 

Uttardha, 2 vols. Datta Prakashan.

長谷川 明 1992『インド神話入門』新潮社。

反
英
意
識
を
高
め
、
独
立
闘
争
へ
と
つ
な
げ
る

こ
と
も
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ガ
ネ
ー
シ
ャ
祭
礼
の
マ
ン
ダ
プ
の
変
遷

　

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
ま
で
は
、
マ
ン
ダ
プ
の

飾
り
つ
け
も
総
じ
て
戦
闘
的
で
、
民
衆
を
鼓
舞

す
る
も
の
が
目
立
っ
た
。
実
際
、
現
在
の
よ
う
に

テ
レ
ビ
な
ど
の
情
報
媒
体
が
な
い
当
時
、
マ
ン
ダ

プ
は
大
衆
に
直
接
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
貴
重

な
場
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
九
二
〇
年
代
に
入

る
と
、
幻
燈
な
ど
を
使
っ
て
大
衆
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
手
法
も
み
ら
れ
、
民
族
主
義
高
揚
を
効
果
的

に
狙
っ
た
も
の
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
「
ス

ヴ
ァ
デ
ー
シ
」
が
大
衆
に
呼
び
か
け
ら
れ
、
神
話

や
叙
事
詩
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
飾
り
つ
け
の
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
上
げ
た
場
合
も
、
必
ず
言
外
に
不

当
な
統
治
を
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
そ
れ
に
苦
し
む

イ
ン
ド
を
盛
り
込
ん
で
い
た
。
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ

ナ
』
で
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
が
シ
ー
タ
ー
妃
を
さ
ら
っ
て

ゆ
く
場
面
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
こ

に
は
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
と
イ
ギ
リ
ス
、
シ
ー
タ
ー
妃
と

イ
ン
ド
を
重
ね
あ
わ
せ
る
意
図
が
み
え
た
［Kaur 

2
0
0
3
：2chapter

］
（
写
真
11
）
。

で
練
り
歩
き
水
辺
ま
で
運
び
、
飾
り
を
取
り
払

う
［C

ashm
an 

1
9
7
5
：
78
］
。
家
庭
内

祭
祀
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
ガ
ネ
ー
シ
ャ
祭
礼

も
各
家
庭
で
神
の
像
を
飾
り
、
日
々
の
供
物
を

捧
げ
て
礼
拝
し
た
あ
と
、
最
終
日
に
水
場
に
像

を
流
す
点
な
ど
、
ム
ハ
ッ
ラ
ム
と
共
通
す
る
点

が
あ
っ
た
た
め
、
公
共
祭
礼
を
組
織
す
る
際

も
、
神
像
を
水
場
に
運
ぶ
た
め
の
行
進
が
大
衆

を
動
員
す
る
た
め
の
重
要
な
要
素
と
し
て
取
り

入
れ
ら
れ
た
推
測
さ
れ
る
（
写
真
９
、
10
）
。

　

筆
者
が
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
数
年
プ
ネ
ー

滞
在
し
て
い
た
こ
ろ
（
一
九
八
三
〜
八
七

年
）
、
ガ
ナ
パ
テ
ィ
・
マ
ン
ダ
プ
の
飾
り
つ
け

は
、
機
械
仕
掛
け
で
動
く
人
形
や
、
電
飾
を
多

用
し
た
華
美
な
装
飾
が
目
立
っ
た
。
一
九
九
〇

年
代
に
は
急
進
的
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
に
よ
る
ア

ヨ
ー
デ
ィ
ヤ
ー
の
バ
ブ
リ
・
マ
ス
ジ
ッ
ト
襲

撃
・
破
壊
事
件
（
一
九
九
二
年
一
二
月
六
日
）

な
ど
が
起
こ
り
、
ガ
ネ
ー
シ
ャ
祭
の
お
り
も
緊

張
感
が
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
に
は
ム
ン
バ

イ
ー
で
暴
動
や
連
続
爆
破
事
件
が
起
り
、
祭
礼

時
の
警
察
の
規
制
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
も
、
祭
り
自
体
は
盛
大
に
祝
わ
れ
た
。

一
九
九
八
年
に
強
行
さ
れ
た
地
下
核
実
験
、

一
九
九
九
年
の
カ
ー
ル
ギ
ル
紛
争
な
ど
世
界
の

注
目
を
集
め
る
事
件
が
起
る
と
、
す
ぐ
に
マ
ン

ダ
プ
の
飾
り
つ
け
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
が
目

立
ち
始
め
、
新
聞
や
雑
誌
の
特
別
記
事
が
掲
載

さ
れ
、
マ
ン
ダ
プ
の
飾
り
を
カ
ラ
ー
写
真
入
り

で
掲
載
し
、
飾
り
つ
け
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
九
三
年
に
は
国
営
放

送
ド
ゥ
ー
ル
ダ
ル
シ
ャ
ン
に
よ
る
祭
礼
の
テ
レ

ビ
で
放
映
開
始
さ
れ
、
一
九
九
五
年
に
は
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
が
連
日
祭
礼
特
集
を
放
映
し
、

ヴ
ィ
サ
ル
ジ
ャ
ン
の
行
進
は
ラ
イ
ブ
放
映
を
行

う
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
一
九
九
八
年
に
は
祭

り
の
様
子
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
自
然
災
害
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
た
年
は
、
祭
礼
の
装
飾
を
質
素
に

し
て
、
寄
付
金
に
回
す
な
ど
、
社
会
情
勢
に
応

じ
て
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
る
。
近
年
、
マ

ン
ダ
プ
の
飾
り
つ
け
で
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
生
ま
れ
る
な
ど
、
マ
ン
ダ
プ
が
新
し
い
才
能

を
開
花
さ
せ
る
場
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
祭
り
の
騒
音
問

題
や
石
膏
で
で
き
た
神
像
や
大
量
の
供
物
を
川

に
流
す
こ
と
か
ら
生
じ
る
環
境
問
題
が
取
り
沙

汰
さ
れ
、
祭
り
の
あ
り
か
た
が
議
論
さ
れ
て
い

る
。
特
に
カ
ー
ニ
バ
ル
化
す
る
祭
り
に
批
判
的

な
意
見
が
増
え
て
い
る
。

　

公
共
祭
礼
の
組
織
化
は
、
た
だ
ム
ス
リ
ム
に

対
抗
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
徒
内
部
の
結
束
の
強
化
を
大
前
提
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
民
族
運
動
の
主
導
者

B.
G.
テ
ィ
ラ
ク
ら
を
中
心
に
、
バ
ラ
モ
ン
と

非
バ
ラ
モ
ン
の
溝
を
埋
め
る
手
立
て
が
長
年
模

索
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
バ
ラ
モ
ン

主
導
で
伝
統
的
か
つ
文
化
的
な
も
の
で
あ
る
必

要
が
あ
り
、
ガ
ネ
ー
シ
ャ
祭
礼
は
そ
の
す
べ
て

を
満
た
し
て
い
た
と
い
え
る
［C

ourtright 

1
9
8
5
：
2
3
3
］
。
そ
し
て
そ
れ
は
大
衆
の

09　　KAYA KAYA　　08

ESSAY   内と外のガネーシャ神の祭礼



写真2　宇治十帖
写真1　金色夜叉

　

二
〇
一
六
年
、
あ
る
銅
像
に
、
「
暴
力
を
肯

定
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
プ
レ
ー
ト
が

付
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
八
五
年
に
熱
海

海
岸
に
設
置
さ
れ
た
『
金
色
夜
叉
』
の
貫
一
と

お
宮
の
銅
像
で
あ
る
。
銅
像
は
、
「
来
年
の
今

月
今
夜
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
僕
の
涙
で
必
ず
月

は
曇
ら
し
て
見
せ
る
」
と
言
っ
て
、
資
産
家
の

男
を
選
ぶ
お
宮
に
貫
一
が
足
蹴
り
に
す
る
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
の
シ
ー
ン
を
再
現
し
て
い
る
。
外

国
人
観
光
客
が
増
え
始
め
た
こ
ろ
、
暴
力
を
肯

定
し
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
が

あ
っ
た
た
め
、
熱
海
市
が
注
意
書
き
を
付
け

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
銅
像
そ
の
も
の
を
撤

去
す
べ
き
で
あ
る
と
か
、
文
学
作
品
に
対
し
て

注
釈
は
必
要
な
い
と
い
っ
た
様
々
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

近
現
代
の
政
治
家
の
銅
像
を
建
て
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
昨
今
で
は
、
小
説
や
マ
ン

ガ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
銅
像
は
政
治
的
に
安
全

な
も
の
と
し
て
好
ま
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え

ば
、
京
都
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
翌
年
の

一
九
九
五
年
、
宇
治
川
の
畔
に
匂
宮
と
浮
舟
の

銅
像
が
建
て
ら
れ
た
。
『
源
氏
物
語
』
の
「
宇

治
十
帖
」
を
象
徴
す
る
こ
と
か
ら
、
宇
治
十
帖

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
名
付
け
ら
れ
た
。

キャラ銅像
  高山陽子

A BRONZE STATUE

STORY

銅
像
よ
も
や
ま
話

8
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写真3　宇宙戦艦ヤマト

写真6　大泉アニメゲート

写真5　鉄腕アトム

写真4　銀河鉄道999

　

熱
海
の
『
金
色
夜
叉
』
や
宇
治
の
『
源
氏
物

語
』
な
ど
、
架
空
の
人
物
の
銅
像
は
、
地
域
性

を
表
す
も
の
と
し
て
地
域
お
こ
し
に
利
用
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
福
井
県
の
敦
賀
駅
前
の
通
り
に

は
『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』
と
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ

ト
』
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
銅
像
が
計
二
十
八
体

あ
る
。
こ
れ
は
敦
賀
港
開
港
百
周
年
を
記
念
し

　
「
も
に
ゅ
キ
ャ
ラ
」
は
基
本
的
に
マ
ン
ガ
と

ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
銅
像
で
あ
る
。
そ

の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
三
年
に
飯
能

の
能
仁
寺
境
内
に
建
て
ら
れ
た
鉄
腕
ア
ト
ム
の

銅
像
で
あ
る
。
除
幕
式
に
は
手
塚
治
虫
本
人
も

参
列
し
、
銅
像
設
置
は
話
題
と
な
っ
た
が
、
マ

ン
ガ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
銅
像
に
す
る
こ
と
に

は
反
対
意
見
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
二
〇
〇
三

年
、
能
仁
寺
近
く
の
飯
能
中
央
公
園
に
移
設
さ

れ
、
現
在
に
至
る
。
プ
レ
ー
ト
に
は
世
界
で
唯

一
の
鉄
腕
ア
ト
ム
銅
像
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
、
西
武
池
袋
線
・
大
泉
学
園
駅
前
に
も

設
置
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
五
年
、
大
泉
ア
ニ
メ
ゲ
ー
ト
に
、
鉄

腕
ア
ト
ム
、
『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』
の
星
野
鉄

郎
と
メ
ー
テ
ル
、
『
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
』
の
矢

吹
丈
、
『
う
る
星
や
つ
ら
』
の
ラ
ム
の
五
体
の

銅
像
が
建
て
ら
れ
た
。

　

日
本
初
の
長
編
ア
ニ
メ
映
画
『
白
蛇
伝
』

（
一
九
五
八
年
公
開
）
は
練
馬
の
東
映
動
画

（
現
、
東
映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
制
作
し

た
。
そ
の
た
め
、
練
馬
は
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
原
作
者
の
松
本

零
士
氏
と
特
別
な
縁
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
銅
像
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
銅
像
や

キ
ャ
ラ
銅
像
と
呼
ば
れ
る
。
以
下
、
本
稿
で

は
キ
ャ
ラ
銅
像
と
呼
ぶ
。
楠
見
・
南
は
、

「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」
と
い
う
意
味
で
こ
れ
ら
の
銅
像
を

ン
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
。
一
九
六
三
年
放
送
開

始
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
を
制
作

し
た
の
は
、
手
塚
治
虫
率
い
る
虫
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
の
成
功
を

受
け
て
、
日
本
で
は
多
く
の
ア
ニ
メ
作
品
が
放

送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
作
品
制

「
も
に
ゅ
キ
ャ
ラ
」
と
呼
び
、
そ
の
形
状
や

設
置
場
所
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
「
も

に
ゅ
」
を
平
仮
名
に
し
た
理
由
は
、
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
」
を
意
識
し
た
こ
と
と
、
偉
人
や
英

雄
な
ど
の
従
来
の
堅
い
銅
像
と
は
区
別
す
る

た
め
で
あ
る
［
楠
見
・
南
2
0
1
7
］
。

  

作
を
担
っ
た
多
く
の
会
社
は
練
馬
に
あ
っ
た
。

　

練
馬
で
作
ら
れ
た
ア
ニ
メ
作
品
は
、
『
狼
少

年
ケ
ン
』
や
『
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
』
、
『
サ
イ

ボ
ー
グ
０
０
９
』
、
『
魔
法
使
い
サ
リ
ー
』
、

『
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
』
、
『
ワ
ン
ピ
ー
ス
』
、

プ
リ
キ
ュ
ア
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
あ
る
。
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写真8　境港駅前

写真9　水木しげるロード 写真7　うる星やつら

　

作
者
あ
る
い
は
作
品
に
縁
の
あ
る
地
に
建
て

ら
れ
た
銅
像
で
最
も
成
功
し
た
の
は
、
境
港
の

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
、

『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
』
の
作
者
・
水
木
し
げ
る

の
故
郷
で
あ
る
境
港
駅
前
商
店
街
に
二
十
三
体

の
妖
怪
像
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
八
十
体

設
置
を
目
指
し
て
妖
怪
像
設
置
数
は
増
え
続

わ
れ
た
駅
前
商
店
街
に
百
体
以
上
の
像
が
置
か

れ
た
こ
と
で
、
境
港
に
は
国
内
外
か
ら
年
間

百
万
人
以
上
の
観
光
客
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

東
京
都
葛
飾
区
四
つ
木
と
立
石
に
は
、

二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
八
年
に
か
け
て

『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
九
体

の
銅
像
が
設
置
さ
れ
た
。
原
作
者
の
高
橋
陽
一

氏
が
立
石
出
身
で
南
葛
飾
高
校
を
卒
業
し
た
と

け
、
二
〇
一
八
年
の
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
銅
像
設
置
数
は
一
七
七
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
像
は
、
為
政
者
や
英
雄
の
も
の
と

異
な
り
高
い
台
座
を
持
た
ず
、
像
そ
の
も
の
も

小
さ
い
。
二
〇
〇
三
年
に
開
館
し
た
水
木
し
げ

る
記
念
館
で
は
、
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
設
置
委
員

い
う
縁
で
、
葛
飾
区
が
設
置
主
体
と
な
っ
た
。

制
作
を
請
負
っ
た
の
は
、
一
九
二
七
年
創
業
の

竹
中
銅
器
で
江
戸
時
代
か
ら
鋳
造
の
盛
ん
な
富

山
県
高
岡
市
に
本
社
を
構
え
る
。

　

二
〇
一
八
年
三
月
一
八
日
、
南
葛
飾
高
校
正

門
横
で
大
空
翼
ツ
イ
ン
シ
ュ
ー
ト
像
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
た
。
式
に
は
高
橋
陽
一
氏
も
参
列

し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
漫
画
は
悪
書
と
言
わ
れ

会
が
主
体
と
な
っ
て
二
〇
〇
四
年
か
ら
妖
怪
ブ

ロ
ン
ズ
像
設
置
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
た
。
像

一
体
に
つ
き
費
用
は
一
〇
〇
万
円
以
上
、
高
さ

は
台
座
を
含
め
て
一
・
二
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、

台
座
の
プ
レ
ー
ト
に
ス
ポ
ン
サ
ー
の
名
前
が
刻

ま
れ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
か
ら
応

募
が
殺
到
し
、
二
ヶ
月
ほ
ど
で
募
集
が
締
め
切

ら
れ
た
。
か
つ
て
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
と
い

た
。
だ
が
高
校
に
銅
像
が
設
置
さ
れ
、
漫
画
が

子
ど
も
に
勇
気
や
希
望
を
与
え
る
文
化
と
し
て

認
め
ら
れ
る
機
運
が
き
て
い
る
の
で
は
と
思

い
、
と
て
も
う
れ
し
い
。
［
朝
日
新
聞

二
〇
一
八
年
三
月
一
九
日
］
葛
飾
区
で
は

『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
銅
像
を

巡
る
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
市
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
他
、
立
石
駅
な
ど
に

も
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
を
置
い
て
い
る
。

　

小
学
生
の
大
空
翼
を
実
物
大
で
表
し
た
最
初

の
大
空
翼
像
に
つ
い
て
は
、
「
似
て
い
な

い
」
、
「
怖
い
」
と
い
う
感
想
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
寄
せ
ら
れ
た
。
『
も
に
ゅ
キ
ャ
ラ

巡
礼
』
に
お
い
て
も
、
立
体
的
な
身
体
の
表
現

と
マ
ン
ガ
的
な
顔
の
表
現
が
ミ
ス
マ
ッ
チ
で
あ

る
と
書
か
れ
て
い
る
［
楠
見
・
南
2
0
1
7
：

68
］
。
e
x
c
i
t
e
ニ
ュ
ー
ス
に
は
以
下
の

よ
う
に
書
か
れ
た
。

　

漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
忠
実
に
銅
像
や

フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
す
る
と
、
微
妙
な
仕
上
が
り
に

な
る
こ
と
が
あ
る
。
漫
画
は
二
次
元
で
表
現
さ

れ
て
い
る
た
め
、
三
次
元
に
な
る
と
違
和
感
が
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…
。
［
e
x
c
i
t
e
ニ
ュ
ー
ス
］

　

こ
う
し
た
微
妙
な
仕
上
が
り
も
含
め
て
キ
ャ

ラ
銅
像
は
日
本
の
銅
像
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え

る
。
で
は
、
な
ぜ
日
本
に
は
キ
ャ
ラ
銅
像
が
多

い
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
の
第
一
は
、
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
が

日
本
文
化
を
代
表
す
る
も
の
と
な
り
、
地
域
振

興
の
一
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

　

マ
ン
ガ
と
ア
ニ
メ
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
か
つ
て
こ
れ
ら
は
、
文
芸
作

品
と
比
べ
る
と
「
く
だ
ら
な
い
も
の
」
と
見
な

さ
れ
て
い
た
。
特
に
、
一
九
八
九
年
、
連
続
幼

女
誘
拐
殺
人
事
件
が
起
こ
る
と
、
マ
ン
ガ
と
ア

ニ
メ
の
有
害
性
が
批
判
に
曝
さ
れ
た
。

一
九
九
〇
年
代
、
全
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
子
供
を
マ

ン
ガ
か
ら
守
る
運
動
を
展
開
し
た
結
果
、
出
版

社
は
「
成
人
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ク
」
を
設
け
て
自

主
規
制
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
有
害
図
書
と
指

定
さ
れ
た
も
の
を
廃
刊
に
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
マ
ン
ガ
と
ア
ニ

メ
へ
の
否
定
的
な
認
識
が
薄
れ
、
日
本
的
な
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と

な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
九
七
年
公
開
の
映
画

『
も
の
の
け
姫
』
の
世
界
的
な
ヒ
ッ
ト
な
ど
の

影
響
も
あ
り
、
日
本
の
マ
ン
ガ
と
ア
ニ
メ
は
海

外
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
二
〇
〇
〇

年
、
フ
ラ
ン
ス
で
初
め
て
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

Ｅ
ｘ

ｐ
ｏ
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
は
現
在
で
も
続
い
て

い
る
。

　

マ
ン
ガ
を
専
門
と
す
る
博
物
館
、
京
都
国
際

マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
二
〇
〇
六
年
に
開
館

す
る
と
京
都
の
数
多
く
あ
る
神
社
仏
閣
と
並
ん

で
京
都
の
観
光
名
所
と
な
る
。
日
本
政
府
は
こ

う
し
た
マ
ン
ガ
と
ア
ニ
メ
の
観
光
資
源
と
し
て

の
価
値
に
着
目
し
、
二
〇
一
〇
年
に
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
戦
略
を
始
め
た
。
た
だ
し
、
当
初
よ

り
多
く
の
人
が
予
想
し
た
よ
う
に
、
政
府
主
導

の
文
化
政
策
は
大
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

第
二
の
理
由
と
し
て
は
、
銅
像
建
立
の
歴
史
が

浅
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
明
治
に
入
っ
て

か
ら
広
場
や
公
園
な
ど
の
公
共
空
間
に
偉
人
・

英
雄
顕
彰
の
銅
像
を
建
て
る
慣
習
が
始
ま
っ

た
。

　

古
く
か
ら
顕
彰
碑
と
し
て
の
銅
像
を
建
立
し

て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
銅
像
に
関
す
る
暗
黙

の
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
銅
像
設
置

は
公
園
や
広
場
な
ど
の
空
間
と
ト
ー
タ
ル
で
設

計
す
る
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
の
場
所
か

ら
、
ど
の
角
度
で
銅
像
を
眺
め
る
の
か
を
あ
ら

か
じ
め
考
慮
に
入
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
銅
像
の
よ
う
に
、
道
路
の

端
っ
こ
に
無
理
や
り
銅
像
を
設
置
す
る
よ
う
な

こ
と
は
し
な
い
。

　

ま
た
、
銅
像
に
な
る
の
は
、
誰
も
が
認
め
る

偉
人
か
英
雄
で
あ
り
、
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
銅
像
に
し
よ
う
と
い
う
発
想

は
出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
キ
ャ
ラ
銅

像
を
見
た
と
き
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
戸
惑
い
を

覚
え
て
し
ま
う
。
マ
ン
ガ
な
の
に
銅
像
に
な
っ

ち
ゃ
っ
て
…
。

楠
見
清
・
南
信
長
『
も
に
ゅ
キ
ャ
ラ
巡
礼
：
銅

像
に
な
っ
た
マ
ン
ガ
＆
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
た
ち
』

扶
桑
社
、
二
〇
一
七
年

「
翼
く
ん
と
ツ
イ
ン
シ
ュ
ー
ト
!

「
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
」
作
者
母
校
に
銅
像
」

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
八
年
三
月
一
九
日 

「
公
園
に
設
置
さ
れ
た
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
の

銅
像
が
「
微
妙
に
怖
い
」
と
話
題
」

二
〇
一
三
年
三
月
三
〇
日

https://w
w
w
.excite.co.jp/new

s/
article/Rocketnew

s24_310587/
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写真2　博物館の敷地内には、兵器などの模型が展示され
ている（2010年8月撮影）

写真4　博物館の敷地内左手には、フランス植民地時代につ
くられたコンダオ島の「虎の檻」（Chuong Cop）と呼ばれた
監獄の模型が展示されている（2015年8月撮影）

写真3　武器模型は、来館者にとってフォトジェニックな場と
なっている（2015年8月撮影）

写真5　博物館のグランドフロアには、世界各地のベトナム反
戦運動の資料が展示されている。写真は、日本における反戦
運動の展開を紹介している展示（2015年8月撮影）

写真1　戦争証跡博物館の全景。博物館の名称が建物正面
にベトナム語と英語で併記されている（2015年8月撮影）

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
多
文
化
共
生
が

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
謳
わ
れ
る
現
代
社
会
は
、

視
点
を
変
え
れ
ば
、
国
境
に
表
顕
さ
れ
る
よ
う

な
境
界
を
必
要
と
し
な
い
／
求
め
な
い
世
界
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

実
社
会
に
目
を
向
け
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
境
界

が
存
在
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
状
況

を
政
治
経
済
的
な
視
点
か
ら
理
論
化
し
た
〈
帝

国
〉
概
念
は
、
マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド
と
い
う
対
抗

概
念
を
召
喚
し
、
多
文
化
共
生
は
、
前
提
と
し

て
の
異
文
化
を
措
定
し
て
し
ま
う
。
さ
ら
に

は
、
範
例
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
た

国
民
国
家
の
枠
組
み
が
解
消
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か

強
化
さ
れ
る
場
合
も
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
、
日
本
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
近
代
化

遺
産
が
概
念
化
さ
れ
、
そ
れ
を
世
界
遺
産
に
登

録
し
て
ゆ
く
動
き
が
顕
著
に
み
ら
れ
た
。
幕

末
・
明
治
以
降
の
近
代
化
遺
産
に
真
正
性
を
付

与
す
る
行
為
は
、
国
民
意
識
の
（
再
）
形
成
の

動
力
と
し
て
作
用
す
る
可
能
性
を
は
ら
む
。

　

二
〇
世
紀
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
イ
ン
ド
シ

ナ
半
島
は
、
戦
争
や
紛
争
が
絶
え
な
か
っ
た
地

の
中
心
部
は
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
の
建
築

群
が
色
濃
く
残
り
、
町
並
み
そ
れ
自
体
が
観
光

資
源
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
統
一
会
堂
と
呼

ば
れ
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
に
は
ノ
ロ
ド
ム

宮
殿
が
位
置
し
、
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
時
代
に
は

再
建
を
へ
て
大
統
領
府
と
し
て
機
能
し
た
施
設

の
北
西
に
戦
争
証
跡
博
物
館
（B

ao tang 

Chung tich Chinh tranh

）
が
所
在
す
る
。

こ
の
博
物
館
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、

現
在
、
九
つ
の
常
設
展
示
な
ら
び
に
特
別
展
示

を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
写
真
1
～
6
）
。

域
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
ベ
ト
ナ
ム

は
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
支
配
か
ら
帝
国
日
本
の

仏
印
進
駐
を
へ
て
、
独
立
戦
争
へ
と
向
か
い
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
中
国
と

の
戦
争
／
紛
争
を
経
験
し
た
。
戦
争
と
は
、
原

則
と
し
て
敵
と
味
方
を
峻
別
し
て
争
う
行
為
で

あ
る
。
正
規
軍
同
士
の
争
い
の
よ
う
に
両
者
の

境
界
線
が
明
確
な
場
合
ほ
ど
、
戦
争
に
お
け
る

敵
と
味
方
は
瞭
然
と
し
た
形
で
布
置
さ
れ
る
。

他
方
に
お
い
て
、
ゲ
リ
ラ
戦
で
は
、
正
規
／
非

正
規
の
境
界
が
あ
い
ま
い
に
な
る
こ
と
か
ら
、

敵
・
味
方
の
切
り
分
け
が
視
覚
的
の
み
な
ら
ず

概
念
的
に
も
困
難
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ

で
あ
っ
て
も
境
界
線
が
消
滅
し
て
い
る
と
は
い

い
が
た
い
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と

し
て
の
ポ
ス
ト
戦
争
社
会
で
は
、
戦
争
な
い
し

戦
争
の
記
憶
が
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
含
め
た
展
示
と

い
う
形
を
と
っ
て
前
景
化
す
る
。
か
つ
て
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
の
舞
台
と
な
り
、
現
在
で
は
南
部
の

最
大
都
市
で
あ
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
は
、
国
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
同
市

戦争展示と
境界線の引き方
大 塚 直 樹

ESSAY
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写真6　博物館の展示と参観者。ここ数年、アジア系の参観
者が増加しつつあるが、かつては欧米人が訪問者の大多数
を占めていた（2015年8月撮影）

（N
ha T

rung bay

）
と
博
物
館
（B

ao 

tang

）
の
相
違
点
は
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ケ
ル
に
よ

れ
ば
、
前
者
が
資
料
や
物
の
展
示
の
み
を
お
こ

な
う
の
に
対
し
て
、
後
者
が
研
究
・
収
集
・
保

全
・
教
育
な
ど
の
機
能
を
も
有
す
る
点
で
あ
る

と
い
う
（Schw

enkel, 2009: 222, n.12

）
。

　

博
物
館
の
名
称
の
変
遷
に
注
目
す
る
と
以
下

の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
一
九
九
〇
年
に

は
、
「
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
傀
儡
政
権
」
が
「
侵

略
戦
争
」
に
入
れ
替
え
ら
れ
て
い
る
。N

guy

は
、
漢
越
語
で
「
偽
」
で
あ
る
が
、
『
ベ
ト
ナ

ム
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
同
単
語
を
単
独
で

用
い
た
場
合
「
外
国
か
ら
の
侵
略
勢
力
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
政
権
ま
た
は
軍
隊
」
の
意
味
を

な
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ゴ
・
デ
ィ
ン
・
ジ
ェ

ム
大
統
領
に
は
じ
ま
る
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
を
指

し
て
い
る
と
想
定
で
き
る
。
次
に
一
九
九
五
年

に
は
「
犯
罪
」
お
よ
び
「
侵
略
」
の
単
語
を
使

う
代
わ
り
に
「
証
跡
」
と
な
っ
た
。

　

シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ケ
ル
は
、
こ
う
し
た
博
物
館
の

変
遷
の
背
景
に
戦
争
証
跡
博
物
館
の
漸
進
的
な

民
主
化
の
過
程
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
西

二
〇
一
九
年
一
二
月
時
点
の
入
場
料
は
大
人
一

人
あ
た
り
四
万
ド
ン
で
あ
る
。　

　

現
在
の
博
物
館
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
改
修
工
事
を
へ
て
、
二
〇
一
〇
年
四
月

三
〇
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
周

知
の
ご
と
く
四
月
三
〇
日
は
ベ
ト
ナ
ム
の
祝
日

（
南
部
解
放
記
念
日
）
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年

四
月
の
開
館
に
際
し
て
、
建
物
の
改
装
だ
け
で

な
く
展
示
自
体
に
も
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
改

修
前
の
博
物
館
を
訪
問
し
て
い
た
筆
者
は
、
新

し
く
な
っ
た
博
物
館
を
再
訪
し
た
と
き
、
違
和

洋
に
お
け
る
博
物
館
の
民
主
化
と
は
、
知
識
生

産
に
み
る
権
力
関
係
の
変
化
や
表
象
・
消
費
実

践
の
多
様
性
に
関
連
し
て
い
る
と
い
う

（Schw
enkel, 2009: 174

）
。
何
か
ら
の
民

主
化
な
の
か
と
い
う
点
に
対
し
て
、
シ
ュ
ヴ
ェ

ン
ケ
ル
は
、
博
物
館
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
基
づ
き
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
展
示

か
ら
の
緩
や
か
な
移
行
と
と
ら
え
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
当
該
博
物
館
に
て
二
〇
〇
〇
年
四
月

に
開
催
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
関
す
る
国
際

写
真
展
で
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
側
面
を
強
調

す
る
よ
り
も
「
客
観
的
」
な
展
示
が
心
が
け
ら

れ
た
（Schw

enkel, 2009:70

）
。
さ
ら
に

crim
e

（toi ac

）
と
い
う
単
語
を
使
用
す
る
博

物
館
に
対
す
る
、
来
館
者
、
主
と
し
て
ア
メ
リ

カ
の
退
役
軍
人
や
そ
の
他
の
観
光
客
か
ら
の
批

判
に
応
答
す
る
試
み
も
な
さ
れ
た
と
い
う
。

crim
e

の
単
語
を
取
り
除
く
動
き
は
、

一
九
九
四
年
に
ア
メ
リ
カ
の
対
ベ
ト
ナ
ム
経
済

制
裁
が
解
除
さ
れ
て
以
後
、
こ
れ
ら
の
来
館
者

が
増
加
す
る
な
か
で
現
実
化
し
て
い
っ
た

（Schw
enkel, 2009: 164

）
。

　

ま
た
、
展
示
の
変
化
は
、
参
観
者
な
ど
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
権

力
関
係
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う

（Schw
enkel, 2009: 174

）
。
た
と
え
ば
、

一
九
九
五
年
七
月
の
博
物
館
の
名
称
変
更
、
す

な
わ
ち
「
犯
罪
」
と
「
侵
略
」
を
取
り
除
く
行

為
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
ア
メ
リ
カ
と
の
国
交
回
復

の
直
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
（Schw

enkel, 

2009: 164

）
。
同
様
に
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
と

の
関
係
が
正
常
化
し
た
一
九
九
一
年
に
は
、
同

博
物
館
に
あ
っ
た
中
国
に
対
す
る
敵
対
的
な
展

示
が
撤
去
さ
れ
た
と
い
う
（Erlanger, 1992; 

Schw
enkel, 2009: 164

）
。

　

し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
一
九
九
五
年
七

月
に
お
け
る
戦
争
証
跡
博
物
館
へ
の
名
称
変
更

に
は
、
第
一
に
ア
メ
リ
カ
と
の
国
交
回
復
と
い

う
政
治
的
な
要
因
と
、
第
二
に
（
と
く
に
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
）
参
観
者
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
・
批

判
へ
の
応
答
と
い
う
「
客
観
的
で
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
」
展
示
を
目
指
す
実
践
と
が
刻
み
込
ま

れ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
の
名

称
変
更
は
、
「
ア
メ
リ
カ
な
ら
び
に
傀
儡
政

感
の
よ
う
な
も
の
を
抱
い
た
。
確
か
に
、
こ
れ

ま
で
展
示
さ
れ
て
い
た
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
水

溶
液
に
漬
け
ら
れ
た
胎
児
（cf. Laderm

an, 

2007: 198, Figure 5.10

）
な
ど
が
一
部
撤
去

さ
れ
て
お
り
展
示
品
自
体
の
変
化
が
み
ら
れ
た

も
の
の
、
そ
う
し
た
物
の
相
違
と
は
異
な
る
レ

ベ
ル
で
の
ズ
レ
を
憶
え
た
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
展
示
施
設
の
名
称
変
更
と
そ
こ
に
み
ら
れ

る
境
界
線
の
引
き
方
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
考
察

し
つ
つ
、
こ
の
違
和
感
が
胚
胎
し
た
要
因
を

探
っ
て
み
た
い
。

　

博
物
館
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
に
よ
れ

ば
、
前
身
と
な
る
施
設
が
一
九
七
五
年
九
月
四

日
に
「
ア
メ
リ
カ
な
ら
び
に
傀
儡
政
権
の
犯
罪

に
関
す
る
展
示
館
」
（N

ha Trung bay toi 

ac M
y-N
guy

）
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ

の
後
、
当
該
施
設
は
一
九
九
〇
年
一
一
月
一
〇

日
に
「
侵
略
戦
争
の
犯
罪
に
関
す
る
展
示
館
」

（N
ha Trung bay Toi ac C

hien tranh 

xam
 luoc

）
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
九
五

年
七
月
四
日
に
現
在
の
戦
争
証
跡
博
物
館
に
名

称
が
変
更
さ
れ
た
。
こ
こ
で
い
う
展
示
館

権
」
か
ら
「
侵
略
戦
争
」
へ
と
入
れ
替
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
字
義
通
り
に
解
釈
す
れ

ば
、
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
侵
略
戦
争
一
般
を
指

し
示
す
、
つ
ま
り
そ
の
よ
う
な
展
示
を
試
み
る

と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
推
考
で
き
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
博
物
館
の
改
修
前
後
で
筆
者
が

持
ち
得
た
違
和
感
は
、
戦
争
証
跡
博
物
館
が
も

つ
表
象
の
機
能
変
化
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ケ
ル
が
指

摘
す
る
民
主
化
の
概
念
に
準
拠
す
る
と
、
戦
争

証
跡
博
物
館
の
表
象
の
境
界
線
が
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
的
な
「
正
義
／
非
正
義
」
か
ら
「
戦
争
／
平

和
」
に
変
更
さ
れ
た
と
言
い
得
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
当
該
施
設
に
て
二
〇
一
九
年

一
二
月
に
入
手
し
た
無
料
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
み

る
と
、
博
物
館
が
以
下
の
よ
う
に
紹
介
・
意
味

づ
け
ら
れ
て
い
る
（
写
真
7
・
8
）
。
「
［
戦

争
証
跡
］
博
物
館
は
、
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
戦
争
に

み
る
戦
争
犯
罪
な
ら
び
に
後
遺
症
に
つ
い
て
研

究
お
よ
び
［
資
料
］
収
集
し
、
展
示
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
ま
た
展
示
を
通
じ
て
、
博
物
館
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写真7　2019年12月入手のパンフレット表面。左から英語、ベトナム語、日本語

写真8　2019年12月入手のパンフレット裏面。左から英語、ベトナム語、日本語

ナ
ム
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
犯
罪
と
侵
略

の
用
語
が
使
用
さ
れ
ず
、
そ
れ
は
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
更
さ
れ
た
現
在
ま
で
継
続

し
て
い
る
」
（Schw

enkel, 2009: 164

）
と

し
て
い
る
。
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ケ
ル
は
、
当
該
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
具
体
的
に
何
を
指
し
示
す
の
か
を

明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
現
在
博

物
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お

い
て
、
あ
る
時
点
か
ら
こ
れ
ら
の
用
語
が
復
活

し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
継
続
的
に
用
い
ら
れ
て

き
た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
少
な
く
と
も
二
〇
一
九
年
時
点
で
博
物
館

に
設
置
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
こ
れ
ら

二
つ
の
用
語
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
点
と
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
み
る
常
設
展
示
の
名
称
が
ベ
ト
ナ
ム
語
／

日
本
語
と
英
語
と
で
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
（
以
下
の
日
本
語
版
の
名
称
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
原
文
マ
マ
）
。
た
と
え
ば
、

「
侵
略
戦
争
の
罪
悪
」
（TO
I A
C

 C
H
IEN

 

TRA
N
H

 XA
M

 LU
O
C

）
が
「
戦
争
犯
罪
」

（W
A
R C
RIM

ES

）
、
「
ベ
ト
ナ
ム
で
の
ア

は
、
非
正
義
の
戦
争
に
反
対
す
る
強
い
意
志
表

示
、
平
和
の
維
持
・
構
築
お
よ
び
友
好
の
精
神

を
世
界
各
国
の
人
び
と
に
伝
え
て
い
る
」

（
［　

］
内
は
引
用
者
）
。
こ
こ
で
は
ベ
ト
ナ

ム
語
・
英
語
・
日
本
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参

照
し
、
主
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
語
か
ら
翻
訳
し
た

が
、
三
者
と
も
に
記
述
に
大
き
な
差
異
が
な

メ
リ
カ
の
侵
略
戦
争
に
お
け
る
枯
れ
葉
剤
の
余

波
」
（H

AU
 Q

U
A CH

AT D
O
C D
A CAM

 

TRO
N
G

 C
H
IEN

 TRA
N
H

 XA
M

 LU
O
C 

CU
A M

Y O

 VIET N
AM

）
が
「
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
オ
レ
ン
ジ
の
影
響
」
（A

G
E
N
T 

O
RAN

G
E EFFECTS

）
、
「
ベ
ト
ナ
ム
侵
略

戦
争
の
捕
虜
制
度
」
（C

H
E D
O

 LA
O

 TU

 

TO
RN
G

 C
H
IEN

 TRA
N
H

 XA
M

 LU
O
C 

VIET N
AM

）
が
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
の
投
獄

制
度
」
（IM

PR
ISO
N
M
EN
T SY

STEM

 

D
U
R
IN
G

 TH
E V

IETN
A
M

 W
A
R

）
と

な
っ
て
い
る
。

　

日
本
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語

か
ら
の
直
訳
と
想
像
さ
れ
る
が
、
英
語
版
は

「
侵
略
」
お
よ
び
「
ア
メ
リ
カ
」
の
単
語
が
省

略
さ
れ
、
明
ら
か
に
異
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら

訳
出
な
い
し
作
成
さ
れ
て
い
る
。
「
犯
罪

crim
es

」
は
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ

で
は
「
侵
略
戦
争
の
犯
罪
」
で
は
な
く
単
に

「
戦
争
犯
罪
」
と
さ
れ
て
い
る
。
く
わ
え
れ

ば
、
ベ
ト
ナ
ム
語
のhau qua

は
「
（
好
ま
し

く
な
い
）
結
果
」
の
意
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
英
語
（
お
よ
び
日
本

語
）
に
は
表
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
別
の

常
設
展
の
名
称
で
は
、
日
本
語
で
「
枯
れ
葉
材

（
マ
マ
）
被
害
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
使
用
言
語
別
に
こ
と
ば
を
使
い
分
け

て
い
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
状
況
選
択
的

に
こ
と
ば
を
選
び
取
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
よ
う
。
こ
の
点
は
、
前
述
し
た
英
語
版
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
「
外
国
の
侵
略
勢
力
」
と
い
う
表

現
も
同
じ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
と
ら
え
て
よ
い
か

も
し
れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
二
〇
一
九
年

一
二
月
現
在
、
同
博
物
館
に
置
か
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
は
、
言
語
別
に
こ
と
ば
が
取
捨
選
択

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
英
語
で
の
表
現
に

微
妙
な
差
異
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
具
体
的
に
は

「
ア
メ
リ
カ
」
と
「
侵
略
」
と
が
直
接
的
に
連

接
さ
れ
る
よ
う
な
表
現
が
周
到
に
避
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
語
と
英
語
と
で

作
成
さ
れ
た
戦
争
証
跡
博
物
館
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
対
照
的
と
い
え
る
。
博
物
館
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
と
、
ベ
ト
ナ

ム
語
版
で
は
、
ま
ず
博
物
館
（
当
時
の
展
示

館
）
設
立
の
趣
旨
と
し
て
「
侵
略
勢
力
と
の
抗

戦
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
英
雄
的
功
績
を

讃
え
る
と
同
時
に
侵
略
戦
争
の
犯
罪
を
告
発

し
、
悲
劇
的
な
影
響
を
は
っ
き
り
と
指
摘
す
る

た
め
に
」
開
館
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
の

英
語
版
を
み
る
と
、
微
妙
な
相
違
が
あ
る
も
の

の
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
、
す
な
わ
ち
ベ
ト
ナ
ム
語

か
ら
忠
実
に
翻
訳
し
た
形
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
当
該
ペ
ー
ジ
全
体
を
通
し
て
、
ベ

ト
ナ
ム
語
と
英
語
と
の
掲
載
内
容
が
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
興
味
深
い
点
と

し
て
、
博
物
館
一
階
の
二
つ
の
展
示
室
の
入
り

口
に
掲
げ
ら
れ
た
案
内
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
と

併
記
し
て
英
語
で
そ
れ
ぞ
れ
「
侵
略
」
お
よ
び

「
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
侵
略
戦
争
」
と
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
（
写
真
9
・
10
）
。

　

さ
ら
に
公
式
サ
イ
ト
で
は
、
戦
争
証
跡
博
物

館
の
役
割
と
し
て
「
祖
国
の
独
立
と
自
由
を
守

る
闘
争
精
神
（tinh than dau tranh

）
に
関

し
て
、
大
衆
と
く
に
若
い
世
代
を
教
育
す
る
こ

い
。
た
だ
し
、
英
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、

「
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
戦
争
」
（chien tranh xam

 

luoc Viet N
am

）
で
は
な
く
、
「
外
国
の
侵
略

勢
力
」
（foreign aggressive forces

）
と
な
っ

て
い
る
。

　

シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ケ
ル
は
、
そ
の
著
書
で

「
一
九
九
五
年
以
降
、
博
物
館
の
英
語
と
ベ
ト
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写真9　博物館1階の展示室の入り口。入り口上に
AGGRESSIONの文字がみえる（2015年8月撮影）

写真10　博物館1階の展示室の入り口。入り口上にTHE U. S.
AGGRESSIVE WARの文字がみえる（2015年8月撮影）

述
・
展
示
室
入
り
口
の
案
内
を
確
認
す
る
限
り

に
お
い
て
、
博
物
館
に
み
る
民
主
化
の
プ
ロ
セ

ス
を
換
骨
奪
胎
し
て
い
る
と
も
と
ら
え
ら
れ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
当
該
施
設
の
名
称
変

更
が
七
月
四
日
（
一
九
九
五
年
）
に
お
こ
な
わ

れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
が
四
月
三
〇
日

（
二
〇
一
〇
年
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
複
数
の
コ

ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
み
て
象
徴
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、
公
式
サ
イ
ト
で
は
、
先
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
喚
起
を
連
想
さ
せ
る
記
述
に
続
け

て
、
並
列
関
係
に
あ
た
る
文
章
で
「
侵
略
戦
争

に
反
対
す
る
意
識
、
世
界
中
の
各
民
族
間
の
平

和
維
持
・
連
帯
・
友
好
」
に
つ
い
て
教
育
す
る

と
謳
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
戦
勝
国
と
し

て
自
ら
を
位
置
づ
け
る
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
世
界
各
国
の
人
び
と
の
平

和
や
団
結
の
思
想
が
容
易
に
共
存
し
う
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ

て
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
「
戦
争
／
平
和
」
の
境
界

線
の
補
助
線
と
し
て
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
基
づ

く
線
引
き
が
自
己
矛
盾
せ
ず
に
存
在
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ロ
パ

と
」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
思
想
が
看
取
さ
れ
る
。
く
わ
え
て
公
式

サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
先
の
入
場
料
が
半
額
に
な

る
対
象
者
に
は
、
子
ど
も
（
六
歳
か
ら
一
六
歳

ま
で
）
や
高
齢
者
（
六
〇
歳
以
上
）
な
ら
び
に

障
が
い
者
な
ど
に
加
え
て
、
「
革
命
で
功
績
が

あ
っ
た
者
（N

guoi co cong voi cach 

m
ang

）
」
が
含
ま
れ
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ

て
い
る
革
命
（cach

 m
an
g

）
の
功
績

（co
n
g

）
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
南
北
統
一
に
貢

献
し
た
と
の
含
意
で
あ
り
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ケ
ル

ガ
ン
ダ
と
は
、
「
あ
る
政
治
的
意
図
の
も
と
に

主
義
や
思
想
を
強
調
す
る
宣
伝
」
の
「
あ
る
」

の
部
分
が
共
産
主
義
に
絡
め
取
ら
れ
て
い
た
／

い
る
こ
と
か
ら
、
平
和
と
は
併
存
不
可
能
な
も

の
と
し
て
二
項
対
立
化
し
て
し
ま
う
。

　

な
お
、
前
述
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
同

様
の
内
容
を
記
述
し
て
い
る
部
分
で
は
、
三
つ

の
言
語
と
も
に
侵
略
戦
争
の
表
現
が
非
正
義
の

戦
争
（chien tranh phi nghia

）
に
変
わ
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
思
想

を
喚
起
す
る
よ
う
な
若
者
へ
の
教
育
部
分
の
記

述
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
に
鑑
み
た
と
き
、
戦
争
証
跡
博
物
館
の

有
す
る
表
象
は
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
か
ら
民
主
化

へ
の
漸
進
的
な
移
行
と
い
う
よ
り
も
境
界
線
が

重
層
化
し
た
と
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
博
物
館
は
、
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
み
た
「
正
義
／
非
正
義
」
な
ら
び
に

「
戦
争
／
平
和
」
の
境
界
線
が
混
淆
し
、
後
者

が
よ
り
強
い
表
象
力
を
保
持
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
境
界
線
の

変
更
は
、
他
方
で
か
つ
て
傀
儡
（
側
の
人
び

と
）
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
政
治
体
制
に
異
議
を

唱
え
て
い
た
思
想
を
等
閑
視
す
る
側
面
を
有
す

る
こ
と
も
否
め
な
い
。
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ケ
ル
は
、

こ
う
し
た
排
除
が
決
定
的
な
こ
と
が
ら
で
は
な

い
と
指
摘
す
る
も
の
の
（Schw

enkel, 2009: 

174

）
、
展
示
館
・
博
物
館
の
名
称
に
ア
メ
リ

カ
（M

y

）
と
と
も
に
傀
儡
政
権
（N

guy

）
の

単
語
が
明
示
さ
れ
な
く
な
っ
た
時
点
で
、
公
式

な
見
解
か
ら
、
そ
の
記
憶
が
想
起
さ
れ
が
た
く

な
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

文
献
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料

Erlanger, Steven (1992). Saigon, in 

Transition and in a Hurry, N
ew

 York Tim
es 

M
a

ga
zin

e, M
ay 17. <https://w

w
w
.

nytim
es.com

/1992/05/17/m
agazine/

saigon-in-transition-and-in-a-hurry.htm
l>. 

2
0
2
0
年
1
月
19
日
閲
覧
。

Laderm
an, Scott (2007). “The O

ther 

Side of the W
ar”: M

em
ory and M

eaning 

at the W
ar R

em
nants M

useum

 of 

Vietnam
, in G

ienow-Hecht, Jessica C. E., 

ed. D
ecen

terin
g A

m
erica, Berghahn 

Books, pp. 171-209.
Schw

enkel, C
hristina (2009). The 

Am
erican W

ar in C
ontem

porary V
ietnam

: 

T
ra

n
sn

a
tio

n
a

l R
e
m

e
m

b
ra

n
c
e

 a
n

d 

R
epresentation, Indiana University Press.

戦
争
証
跡
博
物
館
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

〈
博
物
館
の
紹
介
〉

ベ
ト
ナ
ム
語
：
〈h

t
t
p
:/

/
w

w
w

.
baotangchungtichchientranh.vn/M

ain.
aspx?L=VN

&P=1

〉

2
0
2
0
年
1
月
19
日
閲
覧
。

英
語
：
〈

h
t
t
p

:
/

/
w

w
w

.
baotangchungtichchientranh.vn/M

ain.
aspx?L=EN

&P=1

〉

2
0
2
0
年
1
月
19
日
閲
覧
。

が
指
摘
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
要
素
が
に
じ

み
出
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
ま
ず
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

お
け
る
表
現
の
「
ゆ
れ
」
は
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ケ

ル
の
指
し
示
す
民
主
化
の
潮
流
を
含
め
て
、
そ

の
と
き
の
政
治
的
・
社
会
的
な
状
況
に
埋
め
込

ま
れ
つ
つ
、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
に
対
応
し
た
結
果

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
、
先
に
あ
げ
た
二
つ

の
境
界
線
が
混
交
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実

で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
公
式
サ
イ
ト
の
記
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二
〇
二
〇
年
度
前
期
の
講
義
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
全
面
的
に
非
対

面
方
式
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
伴
う
困
難
や
混
乱
が
あ
る
中
で
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
担
当
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
一
番
悩
ま

し
く
思
っ
た
こ
と
は
、
新
入
生
達
に
と
っ
て
新

し
い
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
な
状
況
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
し

た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
は
「
社
会
的
・

職
業
的
自
立
、
学
校
か
ら
の
社
会
・
職
業
へ
の

円
滑
な
移
行
に
必
要
な
能
力
」
（
中
央
教
育
審

議
会
「
今
後
の
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
・
職
業
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
（
答

申
）
、
二
〇
一
一
）
の
養
成
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
な
か
で
も
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
の

う
ち
人
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
力
は
、
社

会
で
共
生
し
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も

の
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
大
学
、
家
庭
、
自
分
の
部
屋
な
ど

物
理
的
な
空
間
と
し
て
「
居
る
場
所
」
を
「
居

場
所
」
と
言
い
ま
す
。
心
理
学
の
領
域
に
お
い

て
は
、
心
理
学
的
居
場
所
「
心
の
拠
り
所
と
な

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

第
五
回
（
六
月
一
二
日
）

■
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
風
ア
ク
テ
ィ
ブ
キ
ャ

リ
ア
入
門
の
仲
間
と
や
れ
る
体
操
／
ダ
ン
ス 

Y
o
u
T
u
b
e
選
手
権
を
実
施
。
今
回
は
、

自
粛
生
活
期
間
中
の
運
動
不
足
解
消
、
オ
ン
ラ

イ
ン
中
心
の
生
活
の
気
分
転
換
、
ク
ラ
ス
全
員

で
何
か
を
一
緒
に
す
る
一
体
感
醸
成
等
を
狙

い
、
本
で
は
な
く
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
一
緒
に
楽

し
め
て
一
体
感
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
体
操
や

ダ
ン
ス
の
動
画
を
Y
o
u
T
u
b
e
か
ら
選
ん

で
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

（
※
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
京
都
大
学
情
報

学
研
究
科
共
生
シ
ス
テ
ム
論
研
究
室
の
谷
口
忠

大
氏
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
本
の
書
評
ゲ
ー

ム
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
好
き
な
、
紹
介
し
た

い
本
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
本
の
魅
力
を
参
加
者

に
紹
介
す
る
。
本
の
紹
介
を
通
じ
て
ス
ピ
ー
チ

能
力
向
上
の
機
会
を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
。
）

【
学
生
の
感
想
（
一
部
の
み
抜
粋
）
】
今
回
の

授
業
は
正
直
に
言
っ
て
し
ま
う
と
あ
ま
り
楽
し

く
で
き
る
と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
自
分
の
発
表

を
た
だ
真
面
目
に
や
る
と
し
か
考
え
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
始
ま
る
と
初
対
面
と

は
思
え
な
い
く
ら
い
に
盛
り
上
が
り
時
間
を
忘

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
楽
し
ん

だ
。
プ
レ
ゼ
ン
の
内
容
を
し
っ
か
り
お
互
い
に

聞
い
た
う
え
で
質
問
を
す
る
こ
と
で
よ
り
濃
い

時
間
を
過
ご
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま

た
質
問
が
無
茶
ぶ
り
な
も
の
が
多
々
あ
り
そ
こ

で
グ
ル
ー
プ
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
の
が
私
と
し

て
は
と
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。
z
o
o
m
授
業
で
友
達
が
で
き
な
い

中
で
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
と
ス
ト
レ
ス
も

な
く
な
る
と
改
め
て
感
じ
た
。

第
六
回
（
六
月
一
九
日
）

■
前
回
の
動
画
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
振
り
返
り

と
分
か
ち
合
い
を
実
施

【
学
生
の
感
想
（
一
部
の
み
抜
粋
）
】
一
番
最

初
に
グ
ル
ー
プ
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た

る
関
係
性
、 

お
よ
び
、 

安
心
感
が
あ
り
、 

あ

り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
容
さ
れ
る
場
」
（
則

定
、 

二
〇
〇
八
）
と
い
う
概
念
が
あ
り
、
心

理
的
居
場
所
が
あ
る
こ
と
に
伴
う
感
情
を
「
心

理
的
居
場
所
感
」
と
い
い
ま
す
。
大
学
生
の

「
居
場
所
」
に
関
す
る
主
観
的
感
覚
で
あ
る

「
居
場
所
感
」
を
高
め
る
〝
自
分
に
と
っ
て
安

心
で
き
る
人
〟
は
「
自
分
が
感
じ
て
い
る
こ
と

を
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
く
れ
る
人
（
共
感

性
）
」
、
「
自
分
の
こ
と
を
認
め
て
く
れ
る
人

（
被
自
己
評
価
）
」
、
「
自
分
と
一
緒
に
行
動

し
て
く
れ
る
人
（
共
行
動
）
」
と
い
っ
た
人
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
益
川
、

二
〇
一
二
）
。
前
期
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
キ
ャ
リ

ア
入
門
Ⅰ
」
で
は
、 

履
修
す
る
新
入
生
達
が

共
感
性
、
被
自
己
評
価
、
共
行
動
の
存
在
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
入
れ
ま

し
た
。

　

本
稿
で
は
、
論
文
で
は
な
く
気
軽
な
ス
タ
イ

ル
で
、
第
五
回
（
六
月
一
二
日
）
か
ら
第
八
回

（
七
月
三
日
）
に
か
け
て
行
っ
た
動
画
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
か
ら
始
ま
っ
た
一
連
の
グ
ル
ー
プ

時
、
自
分
が
ま
と
め
な
い
と
い
け
な
い
た
め
精

一
杯
指
示
し
た
り
、
話
題
を
振
っ
た
り
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て
、
グ
ル
ー
プ

皆
で
良
い
雰
囲
気
で
会
話
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
さ
ら
に
は
全
員
で
連
絡
先
も
交
換
し
て
、

事
前
に
皆
で
発
表
の
練
習
を
し
よ
う
と
い
う
こ

と
な
っ
た
。
初
め
て
大
学
の
友
達
と
放
課
後
何

か
予
定
を
立
て
た
の
で
新
鮮
で
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。

　

私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
時
間
内
に
ど
ん
な
風

に
書
く
の
か
を
全
て
決
め
ら
れ
た
ぐ
ら
い
テ
キ

パ
キ
と
話
が
進
ん
だ
の
で
、
意
外
と
聞
き
上
手

が
多
く
て
、
意
見
を
出
せ
る
皆
だ
っ
た
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
い
つ
も
は
大
勢
い
る
か
ら
発

表
し
て
い
る
人
を
見
る
の
は
限
ら
れ
る
け
ど
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
全
員
が
ち
ゃ
ん
と
喋
れ
た

の
は
雰
囲
気
が
よ
く
て
と
て
も
良
か
っ
た
。
あ

の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
大
好
き
で
す
。

第
七
回
（
六
月
二
六
日
）

■
グ
ル
ー
プ
ブ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
「
動
画
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ
」
を
実
施

野々垣みどり

「アクティブキャリア入門ⅠA・B」
  における新入生の「居場所感」を
  高めるためのグループワーク
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講義後の個人振り返り,事前準備等

●講義後,グループワークの振り返り
をmanabaで実施し、次週までに全
員のコメントを共有

①自分自身のプレゼンの準備、実際
のプレゼンを振り返り、良かったところ
と出来なかったところを挙げ、改善の
ために何ができるかを教えてください。
②他の人のプレゼンから学べたこと、
今後取り入れてみたいことは何です
か？ 具体的に教えてください。

●振り返りと分かち合いを踏まえて
次週までに,「動画ビブリオバトルを
成功させるコツ」をテーマに3分間の
グループプレゼンテーションを準備す
る。形式は自由。講義時間外に連絡
をとりあって活動（※SNSを交換。講
義時間外での交流のきっかけ作り）

●講義後、グループワークの振り返り
をmanabaで実施し、次週までに全
員のコメントを共有

①自分自身のことについて振り返って
ください。プレゼンの準備段階で、良
かったところと出来なかったところを挙
げ、改善のために何ができるかを教え
てください。
②グループのメンバー一人ひとりの名
前と共に、その人が準備からプレゼン
実施にいたるまでの間にした具体的
な行動を挙げたうえで、感謝の気持ち
を書いてください。
ひとりにつき、最低1つ書くこと。メン
バー全員について記述すること！

●講義後、グループワークの振り返り
をmanabaで実施し、次週までに全
員のコメントを共有

①コンプリメントをすることが個人にも
たらす効果は何ですか？
②経験・体験の後に振り返りを行うこ
との意義は何ですか？

第5回（6月12日）

■「ビブリオバトル」風
アクティブキャリア入門の仲間とやれ
る体操/ダンス YouTube選手権を
実施

第6回（6月19日）

■前回の動画ビブリオバトルの振り
返りと分かち合いを実施

第7回（6月26日）

■グループブレゼンテーション「動画
ビブリオバトルを成功させるコツ」を
実施

第8回（7月3日）

■前回のグループプレゼンテーション
について、コンプリメント（褒める・承
認）ワークと振り返りを実施

●Zoomのブレイクアウトセッション
でグループごとに個人によるプレゼン
テーション

①5分間のスピーチ
1人ずつ、順番にスピーチ
②2～3分のディスカッション
それぞれ発表の後に2～3分のディス
カッションタイムを持つ
③投票により「チャンプ動画」を決定

●Zoomのブレイクアウトセッション
でグループとなり第5回の活動の振り
返りと分かち合い

●クラス全体での振り返りと分かち
合い

●1グループあたり3分間でクラス全
体に対してプレゼンテーション

●Zoomのブレイクアウトセッション
でグループごとにコンプリメント（褒め
る・承認）ワーク

グループのメンバー一人ひとりについ
て、その人が準備からプレゼン実施に
いたるまでの間にした具体的な行動
を挙げたうえで、感謝の気持ち直接言
葉にして伝える。全員に対して実施。

●クラス全体での振り返りと分かち
合い

活動内容実施日時,テーマ

ル
ー
プ
の
中
で
の
自
分
の
存
在
意
義
を
確
か
め

る
こ
と
も
で
き
る
。
（
＝
必
要
な
い
人
な
ん
て

い
な
い
！
）

【
学
生
の
感
想
（
一
部
の
み
抜
粋
）
】
人
生
初

の
グ
ル
ー
プ
プ
レ
ゼ
ン
に
し
て
は
う
ま
く
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ

の
プ
レ
ゼ
ン
を
見
て
、
も
っ
と
改
善
・
工
夫
が

で
き
る
と
こ
ろ
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
気
づ
き
が
あ
り
そ
れ
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

一
日
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
に
生

か
そ
う
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
一
つ
の
プ
レ
ゼ

ン
を
作
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
Z
O
O
M
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ん
て
で
き
る
の
？
、
そ

ん
な
に
話
し
た
こ
と
も
な
い
友
達
と
？
、
と
は

じ
め
は
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一

週
間
で
の
み
ん
な
の
仕
上
が
り
に
驚
き
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
様
々
な
こ
と
を
す
る
と
い

う
は
じ
め
て
づ
く
し
の
授
業
で
す
が
、
こ
の
ス

タ
イ
ル
も
良
い
な
と
感
じ
て
き
た
。
Z
O
O
M

で
こ
こ
ま
で
で
き
る
の
な
ら
会
っ
て
や
っ
て
み

た
ら
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
も
の
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
は
や
く
み
ん
な
に
会
い
た

く
な
っ
た
。
も
う
一
度
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
違
う

内
容
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
大
学
で
し
た

く
て
た
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
!
!
!

第
八
回
（
七
月
三
日
）

■
前
回
の
グ
ル
ー
プ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
コ
ン
プ
リ
メ
ン
ト
（
褒
め
る
・
承

認
）
ワ
ー
ク
と
振
り
返
り
を
実
施

【
学
生
の
感
想
（
一
部
の
み
抜
粋
）
】
相
手
を

褒
め
る
、
自
分
が
褒
め
ら
れ
る
、
こ
の
よ
う
な

行
為
は
相
手
と
の
信
頼
が
よ
り
深
ま
っ
て
く
る

と
感
じ
た
。
褒
め
る
こ
と
で
相
手
の
気
持
ち
が

良
い
気
持
ち
に
な
り
、
褒
め
ら
れ
る
こ
と
で
自

分
の
良
さ
に
気
付
け
る
。
コ
ン
プ
リ
メ
ン
ト
を

日
常
で
も
多
く
使
っ
て
い
こ
う
と
感
じ
た
。
面

と
向
か
っ
て
人
を
ほ
め
る
っ
て
な
る
と
少
し
照

れ
ち
ゃ
う
し
褒
め
ら
れ
る
と
面
と
向
か
っ
て
褒

め
ら
れ
る
こ
と
が
中
々
無
い
か
ら
と
て
も
照
れ

た
が
す
ご
い
嬉
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
新
し
い

こ
と
を
経
験
し
た
ら
し
っ
か
り
振
り
返
り
を
し

て
次
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

自
分
が
他
の
人
よ
り
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

つ
け
、
自
分
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ

と
に
意
味
が
あ
る
。
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
、
自
分
だ
け
の
良
さ
を
見
つ
け
る
こ
と
で
グ
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